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論文内容の要旨

A ー+ー+
原子核の磁気能率の実験値は、理論的にはオペレータ - 71= 呂 (gji)8i+gs(i)SI) の状態波動関数

での期待値〈μz) で示される。従って、その解析には波動関数とオペレーターの両者からの寄与を含

む。本論文の主旨は、この両方の寄与をできる限り定量的に研究し、特にオペレーターからの寄与を

定量的に導出しようという点にある。

この目的のために、波動関数のかなりよく分っている純粋な状態の磁気能率測定を試みた。最近、

二重閉殻付近で高いスピンをもった状態がみつけられつつあるが、これらの状態はその波動関数の純

粋性のため本研究に適した状態である。更に、これらの状態は、以下の例にみられるように大きな軌

道量子数をもっため、特に軌道部分のオペレーターの研究に適している。

実験はサイクロトロンの自然パーストを用いて、 (particle ， xn) 型の複合核反応をおこさせ、時間微

分型摂動角分布またはストロボ法と呼ばれる磁気能率の測定法で g 因子を決定した。測定した状態の

配位及びその結果を列挙すると以下のとおりである。

g ((πh9/ 2πi 13/2 J 11-, 21 OpO; t 1/ 2 =24ns) =1.107::!:::0 .019 

g ((πh g72 J 8 七 208Po;t 1 / 2 =380ns) =0.915::!:::0.011 

g ((πh g72 J 8 +, 206PO; t山 =212ns) =0.926士0.018

g ((πg972 J 8 ち 92Mo; t川 =190ns) =1.419::!:::0 .018 

g ((πg972 J 8 七 90Zr ; t 山 =130ns) =1.364::!:::0 .019 

g (( v f}2 J 6 七位Ca;tl/2=5.5ns)=-0.50±;33

この結果を用いて、波動関数からの寄与及びオペレーターからの寄与を求めた。得られた結果の要

点は次の通りである。

(1) gR 因子は、陽子では今迄信じられていた値 (gR= 1 )より約10%大きくとらねばならない。
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(2) 波動関数からの寄与のうち一次摂動で効く項(閉殻励起と呼ばれる)については、実験的に求

めた値と理論的計算結果とがよく一致する。また閉殻励起のうち、同種粒子励起の項が異種粒子励起

の項よりかなり大きな寄与をする。

(3) 40 Ca 閉殻領域では磁気能率の加法性が乱れており、このことからも、 41Caの状態には、かな

り多くの変形状態が混入しているといえる。

次に、既知のデータを総合的に解析して、軌道部分のオペレーター ( gf 因子)の異常性を系統的に

調べ、中間子交換効果及び波動関数の高次の混合の効果の両面からの考察を行った。高次混合の効果

を見積り、その補正を考慮して、オペレーターに含まれるι因子の変化 (ôgp ) は 6gg(陽子) =0.20:::1:: 

0.10 ， Sge(中性子) =-0.15 :::1:: 0.10と得た。これらの値は中間子交換効果の予言と一致している。

論文の審査結果の要旨

原子核磁気能率の研究は原子核構造研究上重要な役割りを果してきた。しかしながら核磁気能率の

解析について、核内での個々の核子の軌道角運動量ならびにスピンにともなう磁気能率が自由核子の

ものと異なるのではないかと云う懸案の疑問がある。理論的には中間子交換効果として論じられてき

たが、関連した実験事実は 3He と 3Tの例を除いて知られていなかった。

永宮君はこのことに関連して、単一粒子軌道状態の単純な組合せで主として記述できる核準位に注

目し、その磁気能率を測定することから研究を始めた。これらの準位は、最近の研究で二重閉殻核附

近の核に高いスピンをもっアイソマー状態として発見され、寿命は10-7秒程度であり、サイクロトン

を用いた核反応で、生成される。磁気能率の測定には、サイクロトロンの加速粒子線が一定周期のパル

スとして発生することを利用して、それらの準位から発生するガンマ一線の時間微分型角度分布の測

定及びその変形としてのストロボ法を用いたO 二重閉殻核 208Pb ， 88S r 及び 40Ca の夫々の近傍の核

について研究を進め、計 6個の興味ある準位について磁気能率の決定に成功した。

これらの結果と既知の同種準位の磁気能率について解析を進め、先づそれらの状態聞での磁気能率

の相対変化から、波動関数の一次補正項として閉殻励起による部分の寄与が理論的予測と一致するこ

とを確かめた。これに基いて核内核子の軌道角運動量ならびにスピンにともなう有効磁気能率の異常

性を見出した。 特に単一陽子の有効軌道磁気能率の値は今迄信じられてきた値より約10%大きくと

らねばならないと云う重要な結論を得た。このことは特に 210pO の 11一状態では、 2 個の陽子のスピ

ンが返平行に結合し、殆ど純粋に軌道角運動量の寄与のみで決るので、明瞭に示されている。

更に同様な立場で既知の磁気能率のデータを総合的に解析し、核内核子についての有効磁気能率の

異常性を追求した。その結果、軌道角運動量にともなう部分についての異常性について系統的な知見

を得た。その結果に波動関数の高次の補正を考慮することによって、中間子交換効果によるものとす

る部分についての定量的な結果を得た。

以上のごとく永宮君の研究論文は、原子核磁気能率についての懸案の問題に対し、明確な一つの結
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論を、着想、の良い一連の実験と、その解析によって得たものであり、理学博士の学位論文として充分

価値あるものと認定する。
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